
 

平素より格別のご愛顧を賜り、誠にありがとうございます。 
お使いの介護システム「寿」をより有効にご活用いただくための機能や活用事例をまとめたご案内の第 3 回目を

送付させていただきます。 
ご回覧の上、ご一読いただきますようお願い申し上げます。 
今回は、各画面で入力された内容を複写し、再入力が不要になる項目をご案内させていただきます。 
 

3.1 居宅サービス計画書と介護サービス計画書の連動                                   

 居宅支援事業所とサービス事業所が寿でのデータを共有している場合、介護サービス計画書に居宅サービス

計画書を複写することができます。 

 

 サービス計画書（２） 

［サービス種別］と［※２（事業所）］をマスタから選択します。 

 

                   

介護サービス計画書 

 

お 客 様 各 位 
 

 

 

発行日：2018 年 11 月 9 日 

 

介護トータルシステム［寿］ 

活用方法のご案内 

 

【データの連動】 

３／７回目 

 

株式会社 

ソフトサービスライフケア 

 

介護システム［寿］ 

   サポートセンター 

   Tel：093-663-9675 

ケアマネジメント計画参照を押すとサービス計画書（２）から複写できます 



3.2 サービス評価と居宅モニタリングシートの連動                               

［モニタリングシート］ではサービス計画書が画面下部に表示されます。［具体的内容］や［評価］を参照し

ながら、モニタリングシートの記入ができます。 

 

3.3 支援経過記録の共有                                

  支援経過記録は公開範囲を全事業者にすることで、他事業所の記録が参照でき情報を共有できます。 
記録内容によって、［自事業所のみ］や［非公開］を使い分けることもできます。 

     

介護サービス計画書が表示されます 



3.4 サービス担当者会議と支援経過記録の連動                     

  介護支援経過記録画面で担当者会議の内容を簡単に引用でき、記録の効率化が図られます。 

 

 

介護支援経過記録 

 

引用したい項目を選択します 

介護支援経過記録に反映します 
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